
平成24年度 神奈川県児童・生徒の問題行動等調査 

調査結果の概要（公立学校分） 
 

 

■ 主な調査結果の前年度比較 

項目（調査対象） 24年度 23年度 増減 

暴力行為の発生件数 

（公立小・中・高等学校） 
6,269件 6,144件 125件増加 

いじめの認知件数 

いじめの改善率 

（公立小・中・高・特別支援学校） 

6,925件 

96.1％ 

4,283件 

95.0％ 

2,642件増加 

1.1ﾎﾟｲﾝﾄ上昇 

小･中学校不登校児童･生徒数 

（公立小・中学校） 
8,554人 9,281人 727人減少 

高等学校長期欠席者数 

（公立高等学校） 
7,228人 7,135人 93人増加 

中途退学者数 

（公立高等学校） 
2,234人 2,416人 182人減少 

 

Ⅰ 暴力行為について 

 

暴力行為の発生件数の推移（神奈川県公立小・中・高等学校）【件数】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公立小・中・高等学校における平成24年度の暴力行為の発生件数は、前年度より125件増加

し6,269件でした。小学校は前年度より314件増加の1,629件でした。これは、きめ細かく把

握し指導した結果と捉えています。また、中学校は前年度より178件減の4,118件となりました。

学校が、継続的に未然防止に取り組んできた成果と捉えています。 

                     

 
 

6,269(＋125) 

1,629(+314) 

522(-11) 

4,118(-178) 

 

参考資料３ 



Ⅱ いじめについて 

いじめの認知件数の推移（神奈川県公立小

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公立小・中・高・特別支援学校における

6,925件でした。全ての校種でいじめの認知件数は増加しています。これは

知し、早期に対応している結果

件数を上回りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13年度 14年度 15年度

小学校 303 254 444 

中学校 1,556 1,328 1,493 

高等学校 164 145 156 

特別支援学校 4 3 

計 2,027 1,730 2,099 
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神奈川県公立小・中・高・特別支援学校）【件数

 

 

 

特別支援学校におけるいじめの認知件数は、前年度より

全ての校種でいじめの認知件数は増加しています。これはいじめを

結果と捉えています。今回、初めて小学校の認知件数が中学校の認知

年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度

444 252 393 2,068 1,397 1,320 1,198 

1,493 1,405 1,495 3,209 2,569 2,421 2,256 

156 136 126 294 244 154 115 

6 11 5 9 11 14 11 

2,099 1,804 2,019 5,580 4,221 3,909 3,580 

＊ 18年度にいじめの定義が変更された

件数】 

  

  

より2,642件増加し、

いじめを積極的に認

今回、初めて小学校の認知件数が中学校の認知

年度 22年度 23年度 24年度

1,198 1,998 1,992 3,908 

2,256 2,358 2,157 2,729 

115 116 124 252 

11 28 10 36 

3,580 4,500 4,283 6,925 

年度にいじめの定義が変更された 

6,925(+2,642) 

3,908(+1,916)

2,729(+572) 

252(+128) 

36(+26) 



Ⅲ 長期欠席・不登校について（公立小・中学校） 

 

理由別長期欠席児童・生徒数の推移（神奈川県公立小・中学校）【人数】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公立小･中学校における長期欠席児童･生徒数は12,493人、うち不登校児童・生徒数は8,554人

で、前年度より727人減少しました。特に、中学校においては昨年に引き続き大幅な減少となり

ました。 

 

＊ 長期欠席児童・生徒は「年度間に通算30日以上欠席した児童・生徒」 

  13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 

小学校 長期欠席 5,726 

(12.8) 

5,419 

(12.0) 

4,488 

(9.81) 

4,483 

(9.72) 

4,518 

(9.67) 

4,794 

(10.2) 

4,817 

(10.2) 

4,425 

(9.31) 

4,382 

(9.21) 

4,454 

(9.39) 

4,640 

(9.88) 

4,365 

(9.42) 

不登校 1,780 

(3.97) 

2,179 

(4.82) 

1,969 

(4.30) 

1,895 

(4.11) 

1,854 

(3.97) 

2,051 

(4.35) 

2,153 

(4.56) 

2,047 

(4.31) 

2,146 

(4.51) 

2,246 

(4.74) 

2,149 

(4.58) 

1,908 

(4.12) 

中学校 長期欠席 8,866 

(43.2) 

8,353 

(41.7) 

8,177 

(41.9) 

8,324 

(43.4) 

8,824 

(45.9) 

9,277 

(47.8) 

9,398 

(47.6) 

9,345 

(46.8) 

8,910 

(44.0) 

8,853 

(43.6) 

8,480 

(40.8) 

8,128 

(38.8) 

不登校 7,267 

(35.4) 

7,123 

(35.6) 

7,007 

(35.9) 

7,074 

(36.9) 

7,399 

(38.5) 

7,806 

(40.2) 

7,949 

(40.2) 

7,992 

(40.0) 

7,673 

(37.9) 

7,556 

(37.2) 

7,132 

(34.3) 

6,646 

(31.7) 

(  )内は1,000人あたりの人数 
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925 1,160 
1,275

1,346 1,303 
1,290 

1,307 1,166 1,472 
1,550 

0 

2,000 

4,000 

6,000 

8,000 

10,000 

12,000 

14,000 

16,000 

13年度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度

その他

病気欠席

経済的理由

不登校

不登校 

727人減 

14,592 
13,772 
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14,071 
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12,493 

長期欠席 
627人減 


